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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」」

一
般
質

一
般
質
問問

新
花
巻
駅
の
新
幹
線
・
釜
石
線
連
絡

通
路
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
た
は
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
設
置
の
要
望
が
あ
る
が
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
伺
う
。

新
花
巻
図
書
館
の
計
画
を
安
定
し

た
体
制
で
進
め
る
た
め
に
、
開
設
準
備

室
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

専
門
家
を
入
れ
た
施
設
整
備
検
討
委
員
会

を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

【
市
長
】
開
設
準
備
室
設
置
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
は
時
期
的
な
問
題
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
専
門
部
署
の
設
置
は
考
え

バリアフリー化を望む声がある連絡通路

【
市
長
】
階
段
部
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
あ
る
い

は
車
い
す
対
応
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
現
施
設
の
構
造
上
設
置
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
設
置
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
階
段
部
分
の
改
修
工
事

や
、
電
気
設
備
工
事
等
、
現
施
設
の
抜
本
的
な

改
修
を
行
い
、
そ
の
上
で
い
ず
れ
か
を
設
置

す
る
た
め
に
は
相
当
多
額
の
負
担
で
直
ち
に

対
応
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

連
絡
通
路
の
改
善
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
子

育
て
世
帯
の
住
宅
支
援
に
つ
い
て

照井明子 議員

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

て
い
な
い
。
現
在
進
め
て
い
る

基
本
計
画
策
定
後
、
基
本
設
計

な
ど
設
計
へ
向
け
て
の
具
体
的

な
事
務
が
本
格
化
す
る
段
階
に

お
い
て
、
専
任
の
職
員
を
配
置

し
た
建
設
準
備
室
な
ど
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

専
門
家
を
入
れ
た
施
設
整
備

検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

く
う
え
で
、
専
門
的
な
意
見
を

聞
く
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
多

方
面
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
い
く
。

多方面から専門的な意見を伺う
新花巻図書館について

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

新
教
育
委
員
会
制
度
が
発
足
し
た

が
、
行
政
の
長
は
教
育
行
政
に
介
入
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

「
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事

業
」
の
導
入
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

人
口
流
出
の
現
状
等
か
ら
市
民
に
分
か
り
や

す
い
説
明
を
求
め
る
。

【
市
長
】
大
迫
、
石
鳥
谷
、
東
和
地
域
か

ら
花
巻
地
域

へ
の
転
出
超
過
が
多
く

見
ら
れ
る
。
年
齢
層
か
ら
見
る
と

歳
代
の

30

複
数
人
異
動
（子
育
て
世
帯
の
異
動
）
が
多
い

石鳥谷総合支所内に設置されている花巻

市教育委員会事務局

【
市
長
】
首
長
は
地
方
自
治
法
に
お
い

て
、
教
育
委
員
会
の
予
算
を
含
む
市
全

体
の
予
算
を
策
定
し
、
議
会
の
承
認
を
得
て

執
行
す
る
権
限
と
責
務
を
有
し
て
い
る
。
市

の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
教
育
委
員
会
の
予

算
の
策
定
と
執
行
を
行
う
こ
と
と
合
わ
せ
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
権
限
に

つ
い
て
、
そ
の
責
務
を
確
実
に
果
た
し
て
い

き
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
の
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
予
算
の
認
め
る
範
囲
に
お
い

て
、
教
育
委
員
会
の
主
体
性
を
尊
重
す

べ
き

と
考
え
る
。

教
育
行
政
へ
の
介
入
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

森
林
経
営
管
理
法
案
に
つ
い
て

櫻井 肇 議員

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

状
況
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
子

育
て
世
帯
が
親
世
帯
と
同

居
・
近
居
す
る
た
め
、
あ
る
い

は
市
内
４
地
域
の
中
心
地
域

に
住
宅
を
新
築
も
し
く
は
購

入
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
奨

励
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
４
地
域
そ

れ
ぞ
れ
に
に
ぎ
わ
い
を
持
ち
、

活
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
子
育
て
世
帯
の
定

住
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
本
事
業
を
導
入
し
た
。

4地域それぞれを中心地域に
子育て世帯住宅取得支援事業は

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ
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※市からの交付額は240,000円です。これを超えた執行額は自己負担です。これに満たない分は市に返還しています。
（単位：円）

調査旅費を用いた視察先

内 訳

執行額議 員 名会派 その他
の経費

広聴費広報費
資 料
購入費

資 料
作成費

調 査
旅 費

研 究
研修費

・九州アンテナショップの現状と課題について（福岡市）

・スマートエネルギーについて（みやま市）

・コミュニティスクールの取り組みについて（菊池市）

・地方創生の取り組みについて（衆議院会館）

・農業人材育成施策と新たな米政策について（農林水産省）

71,413151,120222,533藤原 伸

明

和

会

72,255151,120223,375髙橋 勤

75,571151,120226,691伊藤 源康

128,412151,120279,532藤原 晶幸

34,29634,296平賀 守

65,184151,460216,644中村 初彦

・議会における自然災害発生時の対応について（八尾市）

・中心市街地の再生と活性化の取り組みについて（長浜市）

・議会改革の取り組みについて（可児市）

・子育て支援策について（ＪＡ愛知知多）

・地方創生の取り組みについて（衆議院会館）

・農業人材育成施策と新たな米政策について（農林水産省）

78,907199,103278,010高橋 修

市
民
ク
ラ
ブ

78,92048,39174,28351,610253,204瀬川 義光

15,05860,52882,79174,283232,660内舘 桂

60,00085,507110,913256,420大原 健

8,37087,74374,283170,396鎌田 幸也

・少子化対策事業について（南あわじ市）

・小中一貫教育の推進について（池田市）

・商店街施策について（中小企業庁）

・地域活性化と多文化共生の取り組みについて（自治行政局）

180,000111,606291,606松田 昇

花
巻
ク
ラ
ブ

75,571138,016213,587本舘 憲一

5,140129,248111,606245,994藤井 英子

59,39467,2551,000126,606254,255近村 晴男

75,571136,806212,377髙橋 浩

・介護予防及び地域支援事業について（和光市）

・日本一の読書のまちの取り組みについて（三郷市）

・市立図書館の運営について（相馬市）

57,94875,02452,715185,687照井 省三平

和

環

境

社
民
ク
ラ
ブ

155,48952,715208,204若柳 良明

37,524137,85552,7157,000235,094阿部 一男

・移住定住促進事業について（岩見沢市）

・観光客誘客への取り組みについて（小樽市）

・江別河川防災ステーションについて（江別市）

22,60671,25595,45263,360252,673菅原ゆかり会
派
を
構
成
し
て
い
な
い
議
員

5,00789,59540,32794,372229,301藤井 幸介

32,854195,112227,966増子 義久

5,456152,73310,99772,780241,966櫻井 肇

・公契約条例について（野田市）109,08085,28419,27018,320231,954照井 明子

・議会における自然災害発生時の対応について（八尾市）

・中心市街地の再生と活性化の取り組みについて（長浜市）
28,513105,81967,078201,410小原 雅道

花巻市議会では、「花巻市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な
経費の一部を政務活動費として交付しています。
政務活動費の額は、花巻市議会の場合、議員一人当たり月額２万円で、毎年４月１日に在職する議員に対して、１年度分

（２４万円）が一括して交付されています。
また、政務活動費の収支報告書の提出にあたっては、議会内の取り決めで、原則領収書をつけて報告することとしており、そ
の内容についてはどなたでもご覧いただけます。
花巻市議会が条例で定めている政務活動費を充てることのできる項目については、下記のとおりです。
また、花巻市議会では、政務活動費の使途の透明性を確保するために政務活動費の執行状況を議会だより及び市ホームペー

ジへ掲載しています。

○研究研修費・・・・議員が研修会等を開催する（参加する）ために必要な経費【例：講師謝金、会場使用料、旅費等】

○調査旅費・・・・・・議員が行う調査研究活動のために必要な経費【例：交通費、宿泊費等】

○資料作成費・・・・議員の活動のために必要な資料の作成に要する経費【例：印刷製本代、事務機器購入・リース代等】

○資料購入費・・・・必要な図書、資料等の購入に要する経費

○広報費・・・・・・・・議員活動や市の政策についてＰＲする経費【例：議員広報誌、報告書の印刷費等】

○広聴費・・・・・・・・住民から市への要望や意見を聴取するための会議等にかかる経費【例：会場費、茶菓子代等】

○人件費・・・・・・・・議員の調査研究活動を補助する職員を雇用する経費

○事務所費・・・・・・活動のために必要な事務所の設置・管理に要する経費【例：事務所の賃借料、維持管理費等】

○その他の経費・・上記以外の経費で議員が行う調査研究活動に必要な経費【例：事務連絡に要する切手代、事務消耗品】
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